
事業概要シート

≪

【事業の目的・概要・対象】

【背景】

431,565 千円

324,156 ≫千円
国庫支出金 千円
県支出金 千円
地方債 千円
その他 千円
一般財源 431,565 千円

担当課 環境センター 課長 荒木　良也

担当者 金子　忠敏 問合せ先 0957-54-3100

環境センター（ごみ焼却施設）の各設備が老朽化し、令和9年度に耐用年数である30年を迎えることか
ら、廃棄物処理施設更新事業で、新たな施設整備を行う計画であるが、新施設稼働までの間、安定的な運
営を行うため、施設の正常な機能を維持するための最低限の補修を行う必要がある。

　ごみ処理施設の安定的な運営を行うため、計画的な補修工事及び定期的な点検・整備・測定分析等を実
施し、施設の正常な機能を維持する。

施策 2003
ごみの減量化と適正処理の推
進

≪≫の金額　現年度当初・補正予算、前年度繰越額の合計
　※　補正予算要求時は今回の補正予算額を除く。
　※　次年度予算要求時は次年度繰越額を除く。

事業名 廃棄物処理施設維持管理事業 拡充 予算額

事業期間 平成９年度 ～ 財
源
内
訳

根拠法令
要綱等

廃棄物処理及び清掃に関する法律、大村市廃棄
物の処理及び清掃に関する条例、大村市一般廃
棄物処理基本計画

大村市環境センター

ごみ処理施設

施設を適正に管理

一般廃棄物を適正に処理

施設の延命化

市 民

委託業者

許可業者

事 業 者

最終

処分場

再生

工場

プラント

メーカー

設備の

専門業者

市内業者

発注

施工

搬入

適正処理

管理情報

資源物

搬出

焼却灰

残渣

搬出
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【活動指標】

①

②

【成果指標】

①

②

【予算・決算】（千円）

指標名 単位
H30

(実績)
R1

(計画)
R2

(計画)
R3

(計画)
R4

(計画)

ごみ焼却施設が稼働した日数（日） 計画値 日 308 300 300 300 300

可燃ごみの焼却量 計画値 ｔ/年 30,059 30,000 30,000 30,000 30,000

指標名 単位
H30

(実績)
R1

(計画)
R2

(計画)
R3

(計画)
R4

(計画)

１日当たりの焼却量（ｔ/日）
（ごみの焼却量/稼働日数）

計画値 ｔ/日 97.6 100.0 100.0 100.0 100.0

計画値

事業費は当初・繰越・補正予算の合計額

年度 H29 H30 R1 R2 R3 R4 合計
事業費 306,466 308,175 324,156 431,565 496,000 496,000 2,362,362

国庫支出金 0
県支出金 0
地方債 0
その他 52,632 61,467 45,750 159,849
一般財源 253,834 246,708 278,406 431,565 496,000 496,000 2,202,513
人件費 82,944 76,227 76,289 76,289 76,289 388,037
職員(人) 9.50人 10.19人 9.04人 9.04人 9.04人 9.04人 55.85人

時間外勤務(h) 2049h 2571h 2469h 2500h 2500h 2500h 14589h

効率性
(コスト)

計画的な補修工事及び定期的な点検・整備・測定分析等を行い、施設を維持管理するために
必要な費用である。

1次評価 担当者の記載のとおり

2次評価 １次評価のとおり

嘱託員(人) 1.50人 2.00人 3.00人 3.00人 3.00人 3.00人 15.50人
フルコスト 306,466 391,119 400,383 507,854 572,289 572,289 2,750,399

妥当性
(市の関与)

有効性
(施策貢献度)


